
　ホウカGO ！では、年に数回「フリープログラム」や、１年を通じて取り組む「縁日」、「ガッチャ！」と
いった、「自分たちのしてみたいを形にすること」にチャレンジしています。そのために必要なことが「話
し合い」です。自分の考えを相手に伝える、相手の考えを尊重する、みんなの考えをまとめる、といった経
験を重ねています。

　新年度１回目のプログラムは、「自己紹介」でした。
　教育委員会・西川美羽さんをナビゲーターに、スタッフも
入って自分や相手のことをみんなの前で発表するというもの。
　進級後の新しい顔ぶれだったこともあり、やや緊張気味のこ
どもたちでしたが、ゲーム感覚のワークをしながら少しずつ場
が和んでいきました。
　高学年は、自分の得意なことや苦手なこと、仲間から見た「い
いところ」などを発表し合いました。自分だけでは気づけない
こともあります。
　自分について話したり相手を知ることができる、いいスター
トとなりました。
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考えを伝え合うこと

活動の様子はホウカ GO ！の SNS で随時ご報告
しています。ぜひご覧ください。

●縁日
　お店屋さんごっこのイメージで子どもたちが商品を作り、年
度の最後にお店を開き、売り買いについて疑似体験をしていま
す。
　買い物で使うために手作りしているコインは、高学年プログ
ラムから名前をもらい「ガッチャ！コイン」と名付けています。

●ガッチャ！
　みんなが“してみたこと”“本気で夢中になれること”に挑戦
するプログラム。グループごとに企画を考え、経費を計算し、プ
レゼン資料を作成。「プレゼン＆資金調達会」では、大人を説得し、
資金を調達します。大人も賛同とともに全力で応援しています。
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